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2023年度の産婦⼈科専攻医登録者を対象としたアンケート結果から、産婦⼈科専攻
の決定に寄与する因⼦や専⾨研修プログラムの選択理由について検討しました。本考察
では、これから産婦⼈科専攻を考える臨床研修医や医学⽣の皆さんに向けて、アンケー
ト結果をもとにした提⾔をお伝えします。

まず、2023年度の専攻医登録者の男⼥⽐は、男性が34.4%、⼥性が64.2%と、昨年と
ほぼ同様の割合でした。近年、産婦⼈科専攻医の⼥性割合が6割を超える傾向が続いてお
り、⼥性医師にとって働きやすい環境づくりがますます重要になっています。また、既
婚者の割合は31.0%、⼦供がいる⽅の割合は7.5%でした。こどもがいる環境から産婦⼈
科専⾨研修を始める先輩医師もおり、ライフイベントと両⽴しながらキャリアを積んで
いくことは⼗分に可能です。皆さんも、⾃⾝のライフプランに合わせて産婦⼈科専⾨医
を⽬指すことができると考えてください。さらに、家族や親族に産婦⼈科医がいる⽅の
割合は17.4%であり、⾝近なロールモデルの存在が産婦⼈科専攻に影響を与えているこ
とが伺えます。

次に、産婦⼈科専⾨研修施設の選択において、出⾝地と同じ地域が49.3%、出⾝⼤学
が35.1%、臨床研修施設が37.5%と関連性が⾼いことがわかりました。昨年度の結果（出
⾝地：51.2%、出⾝⼤学：22.8%、臨床研修施設：19.1%）と⽐較すると、出⾝地と同じ
地域の割合がほぼ同じである⼀⽅、出⾝⼤学と臨床研修施設の割合が増加しています。
このことから、地元志向は依然として強いものの、⼤学や臨床研修施設とのつながりを
重視する傾向が強まっていると推察されます。皆さんも、⾃⾝の⽣活基盤やこれまでの
研修環境を踏まえつつ、ライフイベントとの両⽴も考慮して専⾨研修施設を選択するこ
とをご検討ください。     

産婦⼈科専攻の決定に寄与した因⼦として、周産期の臨床経験（52.5%）、周産期座
学（40.2%）、婦⼈科腫瘍の臨床経験（29.8%）、先輩医師の影響（27.8%）が上位に挙
がりました。昨年と⽐較すると、周産期領域の臨床経験や座学がやや減少し、先輩医師
の影響が増加しています。これは、COVID-19の影響で臨床経験の機会が減少し、⾝近
なロールモデルとの交流がより重要になったことを⽰唆しているのかもしれません。

⼀⽅、産婦⼈科専攻の決定に最も寄与した因⼦として、周産期の臨床経験（31.5%）
が最も⾼い割合を⽰しました。次いで、周産期領域の座学（14.8%）、婦⼈科腫瘍の臨
床経験（9.2%）、家族・親戚の影響（9.2%）、先輩医師の影響（9.0%）と続いています。
昨年度と同様の傾向であり、医学⽣・臨床研修医の皆さんには、周産期領域をはじめ、
腫瘍・⽣殖内分泌・⼥性医学とあらゆる領域の研修に積極的に参加し、その魅⼒を肌で
感じてもらいたいと思います。また、先輩医師や家族・親戚からのアドバイスも参考に
しながら、⾃⾝の適性と関⼼に合った専攻科選択を⾏ってください。

専⾨研修プログラムの選択理由では、やりがいや充実感（38.3%）、施設の雰囲気
（21.8%）、症例数の多さ（10.9%）、⼿術の執⼑機会（5.8%）が挙げられました。昨
年と⽐較すると、やりがいや充実感、施設の雰囲気の割合が同様に上位を占めており、
専攻医が研修内容や環境を重視していることがわかります。皆さんには、⾃⾝の⽬標に
合った研修内容を提供できるプログラムを選ぶことをお勧めします。病院⾒学や説明会
などを通じて、各プログラムの特⾊を確認し、⾃⾝に合ったプログラムを⾒つけてくだ
さい。

産婦⼈科専攻を考える皆さんには、本アンケート結果を参考に、⾃⾝のキャリアプラ
ンに合った選択をしていただければと思います。⽇本産科婦⼈科学会では、皆さんの産
婦⼈科専攻を全⼒で⽀援してまいります。ぜひ、産婦⼈科の未来を担う⼀員として、私
たちと⼀緒に歩んでいきましょう。
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【背景】
産婦⼈科専攻医数は近年横ばいであり、2024年に医師の働き⽅改⾰が開始されたこ
とを考えると更なる⼈員確保が必要である。⼀⽅で、医学⽣や臨床研修医が勤務地や
専攻する診療科に求める要素は年々変化しており、産婦⼈科専攻に影響する因⼦の探
索は重要である。

【⽬的】
産婦⼈科へのリクルート繋がるように、産婦⼈科専攻の決定に寄与した因⼦を明ら
かにすることを⽬的とした。

【調査期間】
2023年4⽉1⽇〜2024年3⽉31⽇

【対象者】
2023年度産婦⼈科専攻医登録者

【⽅法】
専⾨管理研修システム⽤いたオンライン形式
回収率上昇のための⽅策として、アンケート期間の延⻑、対象者へのリマインド

メール、リクルートイベントのチューターを経由したアンケート回答依頼を⾏った。

【回収率】
87.3%（413⼈/473⼈）

産婦⼈科専攻医登録者を対象に⾏ったリクルートアンケート結果
(2023年)
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C  産婦⼈科専⾨研修プログラム（施設や研修内容）の選択に
寄与した因⼦、COVID-19の影響

産婦⼈科専⾨研修プログラムにおけるCOVID-19の影響は、昨年と⽐較し上昇し
ていた。「影響があった」と回答した理由の多くは施設⾒学の制限であった。

男性142⼈（34.4%）、⼥性265⼈（64.2%）であり、⽐率が昨年と同様であった。

産婦⼈科専攻の決定に寄与した因⼦は、例年同様に周産期の臨床経験・座学、
婦⼈科腫瘍領域が上位を占めた。昨年と⽐較し、テレビドラマや漫画の影響が少
なかった。最も寄与した因⼦については、昨年と同様に周産期の臨床経験が最多
であった。

研修施設の地域

研修施設は、昨年と同様に出⾝地と同じ地域の施設での産婦⼈科研修が多かった。

産婦⼈科専攻に寄与した因⼦

産婦⼈科専攻に最も寄与した因⼦

専⾨研修プログラムを選択した理由

上位5つは昨年と同様であった。⾃由記載としては、出⾝県、地域枠や義務年限、
家が近い、出⾝⼤学、結婚等が挙げられた。

専⾨研修プログラムを選択する際にCOVID-19は影響したか


